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2026年（Vol. 42）特集のご案内
No. ①  患者参加型医療として透析を考える 

―SDMと ACP
No. ② 人工知能を活用した透析医療の最適化
No. ③  透析治療システムの生体適合性―基礎

的知見から患者報告アウトカムまで
No. ④ 透析技術の最前線
No. ⑤ 看取りの透析医学を考える
No. ⑥  透析医療と看護師の特定行為―看護師

の役割拡大

No. ⑦  CKD―MBDガイドライン 2025を実装
する

No. ⑧  透析患者の栄養評価と栄養支援―現状
と今後の展開

No. 9  2026年現在　これがすべてだ！ HDと
PDを比較する

（既刊は○）

編　集　後　記

　栄養評価法は，時代とともに大きく変わりまし
た．以前は，血清アルブミンなどの生化学的指標
による評価が中心でしたが，最近は体組成や身体
機能の評価，口腔内・摂食嚥下の評価，カヘキシ
ア・サルコペニア・フレイルなどの診断基準など，
多面的なアプローチから栄養状態をスクリーニン
グ・評価する時代になりました．このように栄養
評価法が変化した背景には，透析患者の超高齢化，
多併存疾患に伴い，食事・栄養療法の目的が「寿
命の延伸」だけでなく，「患者・家族目線からみ
た生活の質や日常生活活動度の保持・向上」へと
拡がったことが関与すると思われます．
　本特集では，透析患者に用いられるさまざまな
栄養アセスメント・評価法について，最新の動向
をまとめるとともに，透析現場でこれら評価法を
どう活かすかについて，実際に役に立った事例を

含めて執筆していただきました．コラムでは，社
会的，経済的に困窮する方々への生活支援につい
て取り上げました．透析施設に従事する皆様には，
食事・栄養支援をする際のバイブル的な一冊とし
て，日々の臨床でご活用いただきたいと思います．
　今月号は，本誌の栄養領域における最後の特集
号となります．長年，本誌に関わらせていただい
た編集委員の立場より，ぜひ患者が来院した際に
は，会話や触診，各種測定を通して全身状態の変
化を早期に捉え，患者にとって制限食ではなく望
ましい食事・栄養とは何か，また，楽しく喜びを
感じられる食事をどのように提供できるかを考え
ながら，診療に当たっていただきたいと思います．
 （市川和子，加藤明彦）
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